
学校を超えて地域学を支える

民間機関の設立プロジェクト

NPO法人岡山NPOセンター



団体概要
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『学校を超えて地域学を支える民間機関の設立プロジェクト』

【背景と目的】

少子高齢化と東京一極集中による課題を解消し、地域の産業と暮らしを

支える取り組みが必要。

●地域と地域でのキャリアへの理解を高める教育（地域学）

●社会へのまなざしとかかわる姿勢を養う教育（市民教育）

→ 小中高大学だけでは、①人手不足、②知識不足、③接続不足の面で困難

-----

地域社会の企業やNPOと学校とを繋ぐコーディネートを担う民間の

支援機関（ソーシャルアクティブラーニングセンターおかやま【SALCO】）の

立ち上げを目指す。

活動概要



当初の目標

事業名 アウトプット アウトカム

参加可能なプログラ
ムの情報収集と提
供

情報提供会員登録
数
／105名

大学生が活動を知るためのツールとして活用し、地
域での活動に関心を寄せている。
／登録数105名のうち、活用した学生が10名

モデルプログラムの
開発１
（マッチング）

職場体験やボラン
ティア体験等への
マッチング
／年間のべ10件

学生が活動を通じて、市民として何らかの学びを得
る。
／マッチングしたもののうち、70％以上の協力団体・
参加学生が、何らかの学びを得ている。

モデルプログラムの
開発２
(学校とのAL協働実
施)

モデルとなるプログ
ラムのコーディネー
ト／１校

実施校ができることにより、SALCOの価値が理解され
る。
／民間の力を借りた実施に対して理解をしている
教員2名

（活動基盤強化）
SALCOでコーディ
ネーターを務める
兼務職員の配置。

本業務について理
解をし、行動できる
職員／１名

高等教育と地域実践との接続・往復により、学びと
取組の深化に繋がる。
／SALCOの仕組みについて１以上の自治体担当者
が理解している。
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実施内容
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事業名 実施内容 状況など

参加可能なプログラ
ムの情報収集と提
供

・SALCOのLineアカウント作成
・インターンシップやボランティア
活動に関する情報を提供

（現在、登録約30名）

大学での出前講座や大学ボランティア
サークルへのインタビュー時に紹介

→ 学生との直接的な接点を増やしな
がら登録数を増やしたい。

モデルプログラムの
開発１
（マッチング）

・SALCO窓口での相談対応
・職場体験やボランティア体験等
へのマッチング

相談窓口だけでは利用に繋がりづらい
ため、「学生による学生のための事業」
を実施するべく、準備を進めている。

→ 学生によるコーディネートを。

モデルプログラムの
開発２
(学校とのAL協働実
施)

・複数大学（担当教員）に打診を
し、実施に向けて調整中。

（現在、３校と調整中）

・大学ごとに支援内容をカスタマイズ。
・プログラム開発や評価に関する検討
会は、実施する大学を中心として
その関係者らと実施予定。

（活動基盤強化）
SALCOでコーディ
ネーターを務める
兼務職員の配置。

・若者の社会参画推進事業を
担当するスタッフに、学生企画
のコーディネートを通じて、
スキル強化を図る。

・AL(※)協働実施を予定している大学との
検討会で、行政職員の参加がかなう
余地がないか、様子観察中。
タイミングを見て打診予定。

※AL：アクティブラーニング



得られた成果
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●３大学との協働によるプログラム開発の可能性

－ 地域課題とその解決について学ぶプログラム

－ 社会福祉士養成という角度からのプログラム

→福祉科をもつ高校との連携の可能性

● 学生主体による取組の可能性と若手スタッフの

コーディネーターとしての力量向上（変化）



残された課題とその原因

●SALCO窓口の利用者獲得～マッチング

・機能の不足

・学生との直接的な繋がりの不足

●助成期間終了後の資金調達方法

・大学や自治体との関係づくりが十分に

できていない

・価値を理解してもらうための実績が不十分
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今後の対策
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●SALCO窓口の利用者獲得～マッチング
・学生主体の企画運営を支援しながら
機能の充実を図る。

・学生のクチコミによる広報をめざす。

●助成期間終了後の資金調達方法
・ALプログラムの協働実施とあわせて開催する
検討会で、大学や自治体との協働の仕組みを
模索する。

・ALプログラムの成果を可視化させるために、
参加学生だけでなく、受入団体側の変化を
アンケートなどで確認する。


